
１． 主 旨

２． 名 称

３． 主 催 釧路地区サッカー協会

４． 共 催 釧路地区中体連

５． 主 管 釧路地区サッカー協会第３種委員会

６． 後 援 釧路市教育委員会

７． 期 日 平成２３年１月１５日(土)、１６日(日)

８． 会 場 釧路市立北中学校・釧路市立桜ヶ丘中学校・釧路市立景雲中学校・釧路町立遠矢中学校

９． 参 加 資 格 (1) チ ー ム ①

②

（ア）

（イ）

③

（ア）

（イ）

（ウ）

④

⑤

(2) 選 手 ①

② 他のチームと二重に登録されていないこと。

③ 親権者の承諾を受けたものであること。

④ 連続の試合に耐えうる健康体であること。

(3) 外国籍選手

１０．競 技 会 規 定

(1) 使用球は、フットサル用ボールとする。

(2) 交代要員の数は、１５名以内とする。

(3)

(4)

(5)

(6) 決勝トーナメントにおいて勝敗が決定しない時は、３人によるＰＫ方式により勝
敗を決定する。ただし、決勝戦では１０分(前後半各５分)のランニングタイムに
よる延長戦を行い、なお決しない場合はＰＫ方式により優勝チームを決定する。

第３種登録したチーム及びクラブ申請したチームの選手は、本
大会の初日初日より６カ月以内に移籍又は登録抹消した場合
は、居住地変更による移籍を除き、出場することが出来ない。

本年度における(財)日本サッカー協会の第３種登録した
チーム及びクラブ申請をしたチーム。

第３種登録及びクラブ申請していない中学生の選手だけ
で構成されたチーム。

全道フットサル選手権２０１１(Ｕ－１４の部)釧路地区予選

全道フットサル選手権２０１１(Ｕ－１４の部)釧路地区予選

各地区協会において予選を実施し、当該地区サッカー協会長の
出場承認を受けること。

１チームあたり４名まで登録でき、１試合２名まで出場でき
る。ただし、当該外国籍選手は、IFTC(国際フットサル移籍証明
書)により移籍が完了し出入国管理および難民認定法に定める在
留資格を取得しているものとする。

極端な勝利至上主義を目的とする合同チームではないこ
と。

合同チームとしての参加を地区協会の３種委員長及び
フットサル委員長の承諾を受けること。

フットサル登録料(3,000円)を釧路地区協会に納入完了している
こと。

試合時間は２０分(前後半１０分、ハーフタイム２分)とし、すべてランニングタ
イムとする。

次のいずれかのチームであること。ただし、(ア)と(イ)の選手
が混合するチームの出場は認めないものとする。

開　催　要　項

北海道のフットサルの普及・振興のため、中学生年代のフットサル大会を開催し、併
せてフットサル技術の向上と健康な心身の育成を図ることを目的として、本大会を実
施する。

本年度(財)日本サッカー協会制定の「フットサル競技規則」による。ただし、以下の
項目については、本大会の規定を定める。

ベンチに入ることのできる人数は、１８名以内(交代要員１５名以内、役員３名
以内)とする。

競技者のシューズは、靴底の接地面が飴色もしくは白色のフットサル用シューズ
または体育館用シューズのみ使用可能とする。

本大会に合同チームとして参加する場合、次の条件を満たして
いる場合に限り、認めることとする。

本年度(財)日本サッカー協会のフットサル個人登録を行った、
１４歳未満(2010年4月１日現在。但し、中学校１，２年生の選
手はこの年齢制限を適用しない。)の選手により構成されたチー
ムであること。ただし、チームの監督は、チームを掌握し、責
任を負うことのできる２０歳以上の者であること。

合同するチームの選手は、開催要項における参加資格を
満たしていること。



(7) タイムアウトは適用しない。

(8) 本大会期間中、警告を２回受けた者は、次の１試合に出場できない。

(9) 予選リーグにおける警告１回は、決勝トーナメントには持ち越さない。

(10)

９． 競 技 方 法 (1) 予選リーグのグループ数及びグループチーム数は監督会議で決定する。

(2)

(3) リーグ戦の勝点は、勝ー３、引ー１、負ー０とする。

(4) リーグ戦における棄権試合(不正が確認された場合も含む)は、０対５とする。

(5)

１０．参 加 申 込 (1) 参加申込書に記載し得る人員は、選手２０名、役員４名とする。

(2)

(3) 参加料６，０００円は監督会議時に(Ｃ)へ納入すること。

(4) 申 込 期 日 平成２２年１２月１７日（金）　１７：００必着

(5) 申 込 先(Ａ)釧路市立桜が丘中学校　宮崎　芳隆

(Ｂ)釧路市立大楽毛中学校　中町　正樹

(Ｃ)釧路市立鳥取西中学校　菅野　功一

１１．帯 同 審 判 (1) 参加チームは、４級以上の公認フットサル審判員を１名帯同させること。

(2) 帯同審判員は、役員(監督を含む)と兼ねることができる。

１２．メ ン バ ー

提 出 用 紙

１３．ユニフォーム (1) (財)日本サッカー協会｢ユニフォーム規程｣を遵守し、正副２着携行すること。

(2)

(3)

(4) シャツの前面、背面に参加申込書に登録した選手番号を付すること。

１４．組 合 せ 監督会議において決定する。

１５．監 督 会 議 (1) 日　時 平成２２年１２月２１日（火）　１９：００～

(2) 会　場 釧路市立北中学校　１Ｆ　会議室

１７．開 会 式 監督会議と兼ねる。

１８．閉 会 式 決勝戦終了後会場で行う。

１９．負 傷 及 び (1)

事 故 の 責 任

(2) 選手は、スポーツ傷害保険または、それに準じた保険に加入していること。

２０．そ の 他 (1)

(2)

(3)

(4)

チームのユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常着用する黒色と明確
に判別しうるものでなければならない。

本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降の
処置においては大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。

優勝のチームには、平成２３年２月１２日(土)～２月１３日(日)札幌市で開催さ
れる全道フットサル選手権２０１１（Ｕ－１４の部）への参加を義務付ける。

メンバー提出用紙は、フットサル選手証と合わせて試合開始３０分前までに試合会場
大会本部へ提出する。

ユニフォーム(シャツ、ショーツ、ソックス)は正のほかに副として正と色彩が異
なり判明しやすいユニフォームを参加申込書に記載し、各試合に必ず携行するこ
と(フィールドプレーヤー、ゴールキーパーとも）。

参加申込書は、所定の申込書(Excel)にて必要事項を記入し、期日までに申込先
(Ａ)、プログラム用メンバー表を(Ｂ)宛にE-mailで送付すること。

選手の資格に関して、その他、不都合な行為があった場合、そのチームの出場を
停止する。

交代要員は、交代の直前を除き、ユニフォームの色と異なるビブスを着用するこ
と。

大会期間中の負傷及び事故の責任は、当該チームが負うものとする。なお、医師
及び救急用具の準備は各チームの責任において行うこととする。

参加するチームはフットサル選手証及び大会登録票を必ず持参し、掲示するこ
と。なお、選手証が届いていない場合は、ＪＦＡ公式サイトのkickffより仮選手
証をダウンロードし、個人登録料の払込受領書(または写し)とともに持参するこ
と。持参がない選手は、試合の出場を認めないことがある。

リーグ戦の順位は、勝点、得失点差、総得点、該当チーム対戦成績の順によって
決定する。なお、すべて同じ時には、リーグ戦終了後、ＰＫ方式(１チーム３名
による３本ずつのキックで行う。決しないときは一方のチームが他方より多く得
点をあげるまで行う。)で決定する。

決勝トーナメントは、予選各グループから上位８チームのトーナメント方式で行
う。上位８チームの選出方法は監督会議で決定する。


